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佐
々
木
君
を
思
ふ

緯
度
観
測
所
長

田
學
博
士

木
　
村

榮

　
私
の
始
め
て
佐
々
木
君
を
知
つ
だ
の
は
、
師
範
學
校
卒
業

後
一
年
立
つ
か
立
仁
の
内
ご
思
ふ
。
其
時
は
水
澤
観
測
所
官

含
の
私
を
尋
ね
て
來
ら
れ
た
が
、
山
本
一
清
君
が
丁
度
當
所

に
居
ら
れ
る
時
で
在
っ
て
、
其
頃
來
ら
れ
し
時
は
、
私
の
腱

よ
り
も
山
本
君
の
宅
に
永
く
居
ら
れ
て
、
色
々
天
文
に
關
す

る
智
識
を
得
ら
れ
、
同
時
に
山
本
碧
に
佐
々
木
君
の
學
術
に

熟
心
な
る
事
を
認
め
ら
れ
、
只
佐
々
木
君
を
田
舎
の
小
學
校

先
生
に
埋
め
て
置
く
事
が
如
何
に
も
惜
し
い
ご
思
は
し
め
起

が
不
幸
健
康
の
許
さ
ぬ
燐
め
ご
、
ヌ
縣
に
漏
し
義
務
の
あ
る

一
面
め
、
治
産
に
な
っ
て
居
つ
π
が
、
山
本
君
も
其
後
當
所
に

於
け
る
仕
事
一
先
づ
完
了
せ
し
招
め
、
弾
指
せ
ら
れ
把
。
其

後
年
に
二
回
位
づ
、
私
の
宅
へ
來
ら
秘
色
々
熟
心
に
天
文

學
の
質
問
を
さ
れ
蹄
ら
れ
把
。
叉
内
で
は
自
分
で
望
遠
鏡
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ム

を
椿
へ
、
手
製
の
望
遽
鏡
を
作
り
、
三
時
を
測
定
す
る
小
子

午
儀
を
も
手
製
に
て
作
も
、
タ
イ
ム
の
観
測
を
な
す
等
、
猫

創
的
の
仕
事
を
な
せ
り
。
後
に
バ
ー
ン
ベ
ス
チ
ム
ン
グ
杯
の

本
を
私
よ
6
借
り
て
勉
強
せ
ら
れ
、
折
々
質
問
の
爲
め
來
水

せ
ら
れ
だ
。
其
爲
め
普
通
實
二
天
文
學
は
勿
論
、
多
少
の
理

論
天
文
學
も
三
三
に
て
理
解
せ
ら
る
に
至
つ
元
。

　
君
が
學
問
研
究
に
熟
語
な
る
而
巳
な
ら
す
、
ヌ
身
膿
の
薄

弱
転
1
隠
る
を
治
せ
ん
ご
非
常
に
勉
め
ら
れ
た
。
沿
は
師
範
在
學

中
よ
り
多
少
病
に
か
、
り
居
れ
る
が
、
何
こ
か
し
て
阿
れ
を

治
せ
ん
ご
考
が
へ
ら
れ
た
。
併
し
元
來
君
の
性
質
上
只
普
通

の
服
区
署
を
用
み
す
、
精
憩
療
法
を
兼
ね
て
行
は
ん
ε
噺
行

し
、
朝
起
冷
水
摩
擦
等
は
勿
論
、
彼
れ
が
放
郷
よ
り
程
遠
か

ら
ざ
る
高
田
の
直
管
に
、
丁
度
礫
の
詩
心
家
（
騰
師
）
あ
る

を
幸
ひ
、
同
氏
の
熱
心
な
る
信
者
ど
な
h
・
、
毎
年
夏
冬
の
二

回
、
常
に
襖
を
行
ひ
、
錆
鼠
め
一
時
非
常
に
身
騰
恢
復
し
、

食
慾
も
前
に
比
し
等
位
こ
な
り
、
風
も
殆
ご
引
か
ざ
る
有
様

に
な
り
、
大
に
喫
の
効
能
あ
る
・
ヒ
ご
を
信
じ
、
叉
他
人
に
も

宣
言
し
居
ら
れ
、
私
の
長
男
の
同
じ
く
身
禮
薄
刃
な
る
を
聞

き
大
に
硬
を
勘
臥
し
、
真
夏
親
切
に
高
田
に
案
肘
せ
ら
れ
た

が
、
不
幸
に
一
両
日
を
経
て
長
男
膓
加
御
見
に
罹
り
共
意
を

蓬
せ
す
、
却
て
同
君
を
煩
は
し
て
皆
々
乱
序
の
宅
に
逡
ら
れ

し
等
親
切
を
極
め
ら
れ
π
o

　
か
く
の
如
く
に
し
て
、
同
君
は
身
腱
除
程
に
健
全
に
な
ら
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れ
ハ
κ
れ
ば
、
　
一
先
郷
里
よ
b
鯨
b
漬
側
か
ら
ざ
る
學
校
に
奉
職
…

し
、
殆
ん
ざ
一
ケ
年
間
無
訣
席
の
三
明
を
得
て
大
い
に
意
を

強
ふ
し
て
居
ら
れ
た
。
其
内
新
城
敢
授
及
山
本
助
敏
授
の
好

意
に
よ
り
隔
京
都
大
學
に
回
る
、
事
こ
な
り
、
其
の
決
定
的

池
知
を
受
け
た
る
時
は
、
天
に
略
昇
り
た
る
楡
快
を
威
じ
居

ら
れ
た
。
盛
れ
、
同
君
の
學
術
研
究
大
家
の
側
に
行
か
る
、

事
の
、
如
何
に
訂
し
く
ヌ
自
分
の
多
年
の
希
望
を
達
し
得
だ

る
が
爲
な
る
べ
し
。
大
国
へ
入
り
て
以
來
の
滑
息
の
詳
細
は

私
の
知
ら
ざ
る
庭
な
る
も
、
短
日
月
の
間
幸
ひ
佐
々
木
彗
星

の
名
を
な
さ
し
め
眠
る
は
、
偏
に
紳
の
同
君
の
熟
心
を
憐
み

賜
ひ
し
爲
な
る
べ
し
。

　
君
王
た
書
を
能
く
し
、
極
め
て
器
用
な
り
。
是
れ
學
校
に

て
な
ら
ひ
し
な
ら
ん
も
、
亦
天
才
な
り
ご
思
ふ
。

　
要
す
る
に
、
君
は
熱
心
な
る
研
究
家
な
る
而
巳
な
ら
す
、

自
己
育
訓
練
精
紳
修
養
の
爲
め
大
に
奮
引
せ
ら
れ
π
。
其
結

果
、
彼
娘
は
當
世
肖
れ
に
見
る
人
格
家
で
、
人
に
封
ず
る
極

め
て
親
切
、
長
者
を
敬
ひ
、
幼
者
を
助
け
、
人
の
恩
を
忘
れ

す
、
人
を
誘
ら
す
。
私
も
君
ご
交
り
、
大
に
此
織
に
於
て
も

威
服
せ
り
。
元
請
君
は
交
際
家
に
非
ら
ざ
れ
ば
多
一
の
友
達

は
無
き
榛
だ
つ
だ
が
、
其
の
友
写
る
皆
親
友
の
様
な
り
し
。

彼
は
只
一
徳
の
篤
き
人
ご
好
ん
で
交
る
を
欲
し
、
常
に
之
を

求
め
漁
り
。
只
天
彼
に
籍
す
に
今
数
十
年
を
以
て
せ
ば
、
彼

自
身
に
於
て
も
、
叉
馬
術
界
に
於
て
も
、
満
足
な
る
好
成
績

を
齎
せ
し
な
ら
ん
。
惜
哉
、
悲
哉
、
鳴
呼
。

佐
々
木
君
の
想
ひ
掌

理
陸
士
　
百
　
濟
　
教
　
猷

　
大
正
七
年
の
秋
頃
、
鷲
座
の
新
星
の
目
測
光
度
に
就
き
未

知
の
人
の
槻
測
も
整
約
し
て
居
た
。
其
時
其
人
の
名
を
知
ら

な
い
の
で
「
目
。
σ
q
ρ
旦
昌
○
霞
8
」
の
分
こ
し
て
観
測
手
帖
に

書
き
こ
め
て
置
い
に
こ
ご
が
あ
る
。
其
「
手
紙
の
人
」
は
帥
ち

佐
々
木
君
で
あ
っ
だ
。
其
頃
佐
々
木
君
は
郷
里
の
家
で
あ
の

新
星
を
眺
め
て
居
ら
れ
把
の
で
あ
る
。

　
翌
年
五
月
山
兄
都
へ
來
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
て
十
六
日
の
朝
い

大
臣
の
星
學
研
究
室
で
始
め
て
挨
拶
を
し
た
。
丁
度
太
　
面

に
肉
眼
で
見
ね
る
位
の
大
き
な
再
選
が
現
は
れ
て
居
π
時
で

縁
の
草
原
に
立
て
沈
黙
は
見
ね
ま
す
か
ご
話
を
し
た
こ
ご
を

畳
ね
て
居
る
。

　
天
文
ご
機
關
車
ご
は
大
好
き
な
私
は
佐
々
木
霜
こ
も
共
方

面
か
ら
心
安
く
な
っ
て
來
π
。
其
頃
は
日
曜
祭
日
で
も
か
ま

は
す
研
究
室
に
行
っ
て
居
π
の
で
、
終
ひ
に
は
蘭
交
毫
の
三

人
が
毎
日
顔
を
合
は
さ
ぬ
こ
ご
は
無
い
位
で
あ
っ
π
。

　
佐
々
木
君
は
器
用
な
質
の
入
で
あ
っ
だ
、
懐
中
時
計
の
細

か
い
器
械
を
分
解
し
掃
除
し
て
牢
日
位
費
さ
れ
る
こ
ご
も
妙


